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早
春
、冬
深
し
日
に
も 

　
　
　
花
ひ
ら
く 

　
早
春
、
さ
れ
ど
冬
深
し
二
月
。

願
い
は
「
一
年
草
の
一
途
さ
に
触

れ
て
生
き
よ
う
。
そ
し
て
自
分
の

花
を
！
」
真
民
さ
ん
の
詩
を
想
い

な
が
ら
▼
１
／
15
第
22
回
世
界
子

ど
も
愛
樹
祭
公
募
作
品
選
考
会
に

上
京
。
一
行
は
松
尾
理
事
長
、
高

山
常
務
、
栗
原
（
浩
）
館
長
、
山

口
公
民
館
長
、
私
の
五
名
。
羽
田

空
港
着
。
東
京
は
大
雪
。
世
田
谷

の
『
共
存
の
森
』
本
部
訪
問
は
都

市
高
速
道
閉
鎖
で
断
念
。
赤
坂

”有

薫
”
へ
。
高
山
若
大
将
、
歓
迎
の
宴
。

鴬
西
小
勤
務
時
代
の
教
え
子
長
永

さ
ん
来
訪
。
幾
年
ぶ
り
か
の
対
面
。

宴
席
に
花
。
▼
１
／
16
議
員
会
館

へ
。
藤
丸
敏
議
員
訪
問
、
ま
ず
は

当
選
を
祝
い
、
愛
樹
祭
事
業
に
は
、

古
賀
誠
先
生
時
代
よ
り
の
深
い
ご

理
解
。
温
か
い
ご
高
配
。
午
后
、

市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
の
選
考
会
。

九
州
北
部
豪
雨
水
害
に
対
す
る
小
、

中
学
生
の
体
験
作
文
、
絵
画
応
募

校
の
限
定
化
が
話
題
。
絵
本
作
家

長
野
ヒ
デ
子
、
内
田
麟
太
郎
先
生

の
今
後
へ
の
貴
重
な
提
言
。
選
考

作
業
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
的
に
岡
部
、
杉
山

夫
人
の
手
伝
い
。
懇
親
会
で
、
国

土
縁
化
推
進
機
構
、
郷
土
出
身
で

活
躍
の
井
出
口
新
東
電
社
長
、
県

人
会
世
話
役
代
表
田
島
さ
ん
。
継

続
22
年
目
の
実
績
も
こ
の
方
々
の

熱
情
あ
ふ
れ
る
後
援
に
よ
る
も
の

と
感
謝
。
▼
夕
刻
、
ホ
テ
ル
の
テ

レ
ビ
で
、
奥
八
女
剣
持
出
身
の
作

家
安
部
龍
太
郎
さ
ん
、
絵
師
『
等
伯
』

を
描
い
た
長
篇
小
説
で
　
直
木
賞

受
賞
の
快
報
。
永
年
の
奮
闘
、
こ

こ
に
花
ひ
ら
く
。 

建国記念の日 

西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙 

 定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 
 

雛の里・八女ぼんぼりまつり 
～3月17日（日） 

なんでも人権相談所 
　  （八女市社会福祉センター） 
　  （上陽町地域福祉センター） 
 

ロータリークラブ講演会 
講師　馬場紘一  氏 
演題　7.14矢部川水害ほか 
　　　　　　  （おりなす八女） 
 

あさのあつこinちくご 
　　　　　  （筑後市立図書館） 
 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　  （上陽町） 

梅林公園ウォーク 
　  （吉田ウォーキングクラブ） 

観梅会ウォーク 
　　　　　　  （八女歩こう会） 

市民芸能のつどい 
　　　　　  （サザンクス筑後） 
 
 

人生史サークル黄櫨の会 
　　　　　　  （八女福祉会館） 

長崎新上五島物産展 
～24日（日） 
　　　　　  （道の駅たちばな） 

第24回夢たちばな観梅会 
～3月3日（日）（八女市谷川梅林） 

松尾弁財天縁日（立花町） 
なんでも人権相談所 
　　　　　　　  （矢部公民館） 
 

なんでも人権相談所 
　　　  （広川町はなやぎの里） 
 

べんがらの日 
　　　　　　　  （べんがら村） 

なんでも人権相談所 
　　  （黒木地域交流センター） 
 

ジュニア美術展 
～17日（11日は休館） 
　　　　　　　　  （サンコア） 
 

お風呂の日 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　（不動温泉八女） 
　　　　　　　　（べんがら村） 
　　　　　　　　　（公園の宿） 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 
 

  

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

 社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 
要予約　0942-33-6215 
 

なんでも人権相談所 
　　　  （八女市役所星野支所） 
 

なんでも人権相談所 
　　　　  （立花市民センター） 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
 

  

 

 

 

道の駅たちばな誕生祭 
～11日（祝） 

24 
　31

詩
人 

椎 

窓   

猛 

「クラッシー」は毎月発行します。紹介したい地域の行
事や趣味のサークル、愉快な仲間達その他読者を楽しく
させ、元気づけ人や社会のお役に立つ原稿を募集します。 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　２月６日・20日 
黒 木 町 ふ じ の 里　２月６日・20日 
上陽町地域福祉センター　２月13日・27日 
立 花 町 か が や き　２月13日・27日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　２月８日 
黒 木 町 ふ じ の 里　２月15日 
上陽町地域福祉センター　２月22日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　２月８日 
八女市社会福祉会館　２月15日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日 

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時～ 
○赤ちゃん読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎月第３水曜日　午前11時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第４木曜日　午前11時～ 
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呟き 

 

　
花
と
生
き
る 

　
　
　
花
と
暮
ら
す 

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
あ
り
が
と
う

と
感
動
を
届
け
続
け
て
き
た
花
か

ご
は
、
筑
後
で
創
業
25
年
、
若
菜

に
移
転
し
て
３
周
年
を
迎
え
ま
す
。

古
く
か
ら
人
び
と
は
暮
ら
し
の
中

に
花
を
取
り
入
れ
、
心
を
寄
せ
て

き
ま
し
た
。
大
切
な
あ
の
人
へ
、

新
た
な
門
出
を
祝
福
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て･

･
･

世
界
中
の
誰
か
ら
も
花

は
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
い
ろ
い
ろ
な
感
情
を
花
で
表
現

し
た
い
、
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
花
を
愛
で
る
余
裕
の
あ
る
生

活
を
ご
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
２
月
２
日(

土)･

３
日(

日)

に
周
年
感
謝
フ
ェ
ア
ー
、

花
か
ご
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
こ

の
ク
ラ
ッ
シ
ー
は
３
０
０
円
の
ク

ー
ポ
ン
と
し
て
ご
使
用
い
た
だ
け

ま
す
の
で
ご
来
店
の
際
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
１
回
に
つ
き
お
一
人

様
１
枚
有
効
、
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
。
他
の
ク
ー
ポ
ン
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

フ
ラ
ワ
ー
ウ
イ
ン
グ  

花
か
ご 

筑
後
市
若
菜
１
２
７
８
―
１ 

(

サ
ザ
ン
ク
ス
通
り) 

1
０
９
４
２
― 

５
３
―
８
７
８
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筥
崎
宮
花
庭
園 

　
神
苑
花
庭
園
は
大
正
15
年

(

１
５
８
７
年)

豊
臣
秀
吉
が

箱
崎
大
茶
会
を
開
い
て
よ
り

４
０
０
年
、
地
下
鉄
２
号
線

「
箱
崎
宮
前
駅
」
開
通
な
ど

を
記
念
し
て
昭
和
62
年
４
月

開
園
。
四
季
折
々
に
咲
く
花
々

を
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。
２

月
下
旬
迄
は
冬
ぼ
た
ん
が
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。 

■
ペ
ア
10
組
様
へ
入
苑
券 

　
プ
レ
ゼ
ン
ト 

ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
㈱

東
兄
弟
迄
。
チ
ケ
ッ
ト
の
発

送
を
も
っ
て
発
表
と
し
ま
す
。

応
募
多
数
の
時
は
抽
選
。
締

め
切
り
２
月
10
日
。 

   

　
母
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
真
髄

は
、
縦
へ
の
突
進
だ
っ
た
。

常
に
最
短
距
離
を
求
め
て
重

量
Ｆ
Ｗ
が
一
直
線
に
突
き
進

む
、
宿
敵
の
展
開
ラ
グ
ビ
ー

と
の
対
戦
は
、
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
た
。
昨
年
師
走
の
総
選

挙
で
、
時
の
野
田
首
相
は
愚

直
に
前
へ
進
む
政
治
を
訴
え

て
戦
っ
た
が
結
果
は
惨
敗
。

12
の
政
党
が
そ
れ
ぞ
れ
の
政

策
を
掲
げ
た
が
、
選
挙
公
約

は
言
っ
た
者
勝
ち
、
信
じ
た

者
が
愚
か
者
。
た
び
た
び
の

カ
ラ
手
形
に
懲
り
た
有
権
者

の
耳
に
は
巧
言
令
色
少
仁
、

と
し
か
聞
こ
え
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
と
て
も
そ
う
思
っ
て

も
い
そ
う
に
な
い
人
が
、
「
国

の
た
め
」
「
国
民
の
た
め
」

「
命
が
け
」
等
の
フ
レ
ー
ズ

を
軽
々
に
使
い
過
ぎ
る
。
政

治
家
の
公
約
が
守
ら
れ
な
い

せ
い
か
、
近
年
平
気
で
ウ
ソ

を
言
い
、
失
敗
し
て
も
他
人

の
せ
い
に
し
て
、
自
分
で
責

任
を
と
ろ
う
と
し
な
い
風
潮

が
目
に
つ
く
。
日
本
に
は
昔

か
ら
「
恥
の
文
化
」
が
あ
っ

た
。
自
分
も
「
そ
ん
な
こ
と

を
し
た
ら
世
間
に
顔
向
け
で

き
な
い
」
「
人
様
に
笑
わ
れ

る
」
と
祖
父
母
か
ら
叱
ら
れ

て
育
っ
た
世
代
。
い
つ
か
ら

日
本
は
「
言
い
訳
す
る
文
化
」

「
人
の
せ
い
に
す
る
文
化
」

「
言
い
っ
放
し
で
責
任
を
と

ら
な
い
社
会
」
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
。
円
安
も
、
株
高
も
、

イ
ン
フ
レ
経
済
の
恩
恵
に
も

無
縁
で
慎
ま
し
く
暮
ら
す
庶

民
も
、
我
が
身
を
削
り
な
が

ら
看
板
を
守
る
零
細
業
者
も
、

ひ
と
度
約
束
を
破
れ
ば
即
、

自
己
破
産
、
夜
逃
げ
、
倒
産
、

自
殺
さ
え
逃
れ
ら
れ
な
い
十

字
架
を
背
負
っ
て
毎
日
を「
命

が
け
」
で
勝
負
し
て
い
る
。

金
も
、
名
誉
も
、
権
力
も
欲

し
が
ら
ぬ
者
は
御
し
難
い
と

言
わ
し
め
、
私
利
私
欲
を
求

め
ず
新
し
い
国
を
造
っ
た
ヒ

ー
ロ
ー
の
再
現
を
期
待
す
る

の
は
所
詮
初
春
の
夢
幻
か
。 

は
る
お 

　
八
女
市
立
野
に
本
社
を
置

き
、
九
州
一
円
の
各
百
貨
店
、

量
販
店
に
て
米
神
楽
・
吉
祥

庵
・
千
寿
庵
の
屋
号
に
て
、

地
鶏
め
し
、
お
こ
わ
、
お
弁

当
、
串
の
坊
の
屋
号
に
て
、

お
団
子
関
係
　
Ｊ
Ｒ
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
で
は
、
大
山
の

屋
号
に
て
、
黒
豚
ト
ン
カ
ツ

を
主
と
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
展
開

を
、
鹿
児
島
駅

と
熊
本
駅
に
て

行
っ
て
お
り
ま

す
。 

　
現
在
、
新
た

な
商
品
と
し

て
、
星
野
の
高

級
抹
茶
を
使
用

し
た
「
お
茶

姫
」
を
製
造

し
、
べ
ん
が
ら

村
と
観
光
物
産

館
（
と
き
め

き
）
で
販
売

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
通

販
も
し
て
お
り
ま
す
。 

　
活
力
朝
礼
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
株
式
会
社
武
久（
筑

後
市
）
の
東
専
務
か
ら
勧
め

ら
れ
、
朝
礼
の
内
容
を
充
実

し
て
社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

の
一
環
に
し
た
い
と
い
う
思

い
で
し
た
。
毎
月
送
ら
れ
て

く
る
「
職
場
の
教
養
」
を
全

員
で
輪
読
し
、
感
想
と
今
後

の
活
か
し
方
を
発
表
し
た
あ

と
、
最
後
に
今
日
の
心
が
け

を
全
員
で
唱
和
し
ま
す
。
そ

れ
ま
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
と

通
達
事
項
だ
け
の
朝
礼
で
し

た
が
、
や
り
始
め
て
三
年
が

経
ち
、
今
で
は
、
会
社
の
活

力
の
維
持
と
充
実
の
為
に
、

活
力
朝
礼
は
欠
か
せ
な
い
存

在
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

株
式
会
社
二
シ
コ
ー
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス 

八
女
市
立
野
一
二
七
―

二 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
４
３
―

２
３
―

３

１
３
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
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h
ik
o
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活
力
朝
礼
を
取
り
入
れ
た
い

方
は
、
筑
後
倫
理
法
人
会
　

事
務
局
０
９
４
２
―

４
２
―

２

８
１
５
迄 

活 力 朝 礼 

ニシコーさんの朝礼風景 八女市杉町 

栗原　妙子 

gallery
街かど 

　
主
人
に
背
を
押
さ
れ
て
始
め
た
水
墨
も
十
余
年
に
な
り
ま
す
。
見
る

の
は
好
き
で
し
た
が
、
描
く
事
は
右
も
左
も
知
ら
な
い
私
で
し
た
。 

　
入
会
し
て
初
め
て
、
中
島
先
生
か
ら
優
し
く
丁
寧
に
、
そ
し
て
自
分

の
事
の
様
に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
た
だ
一
色
の
墨
の
濃
淡
で
、
ほ

ん
の
り
と
し
た
ボ
カ
シ
の
遠
近
が
出
来
上
が
り
ま
す
。 

　
動
物
等
は
目
の
入
れ
方
だ
け
で
、
生
き
生
き
も
す
る
し
、
し
ぼ
ん
だ

り
も
し
ま
す
。
時
間

を
か
け
る
程
に
、
難

し
く
奥
の
深
い
事
を

思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

で
も
出
来
上
が
っ
た

時
は
嬉
し
い
も
の
で

す
。
描
く
事
も
大
切

で
す
が
、
周
り
の
人

と
の
交
流
も
大
切
だ

と
思
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。 

クラッシーのバックナンバー（2010.1.1号より）が

インターネットでご覧になれます。 

「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索 

　新しい年の始め、大きな夢と願いをこめて初詣され

た方も多かったかと思います。三社詣りよりもっと御

利益のありそうな縁起のいい人を紹介します。富山實（

66才）さんはその幸運を少し分けてほしい位強運の持

ち主です。色んな懸賞募集に応募され、これまでに海

外旅行当選7回、国内の当選は数知れず…。本当にクジ

運の強い人です。実績はハワイ4回、ヨーロッパ、オー

ストラリア、カナダです。中でも平成13年のM o b i l

世界一周旅行とF１観戦は全国10組644,000円の豪華

旅行でした。カナダ旅行はジッポー70周年記念でした。

平成23年は10回の当選でしたが６月に当たったキリン

ビールの黒川温泉ペア宿泊チケット（40,000円）は7月14日の大洪水で流失、

家も大きな被害を受けました。富山さんは現在は盆栽と温泉を楽しみにされる話

し好きのどこにでも見られる好好爺です。当選の秘訣を訪ねると単純明快。宝く

じは買わないと当たりません。懸賞も出さないと当たりません。情報源は主に「月

刊懸賞なび」です。要は狙いを定めてマメにチャレンジすること。月50通は出

しますが佛滅は避けているそうです。宝くじは最高壱万円ですが懸賞の獲得総額

はこれまでに600万円は下らないとか。ああ私もあやかりたい。（八女市長野） 

大当り 

永
延
店
長
と
奥
様 



３ 2013年2月1日 

西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙 

　　もちつきと豆まき会 
　幼児からおじいちゃん、おばあちゃん
まで参加できます。まきわりからもちま
るめまで、高校生サポーターとグループ
で行います。 
と　き　２月３日（日）雨天決行 
受け付け　９時45分～11時 
会　場　共生の森　八女市高塚　122-2257 
主　催　多世代交流実行委員会 

　前回はFacebook（以下FB）上の「友

達」という用語について簡単に説明

しました。友達は多ければ多いほど

良いというわけではなく、実際の生

活の中で交流出来る範囲にしたほう

が管理もしやすく関係も濃いものに

なりやすいとも説明したと思います。 

　FBでは参加者それぞれが「タイム

ライン」と呼ばれる時系列の掲示板

を持っており、友達それぞれが近頃

タイムラインに書いた記事を自分の「ニ

ュースフィード」という場所にまと

めて表示してくれます。それを眺め

て友達の動向を楽しむのがFBの基本

です。 

　文字や写真、位置情報など、いろ

んな内容をタイムラインに書いていき、

たくさんの人から反応が帰ってくる

のはとても楽しいものです。ただし、

「公開範囲」を気にしていなければ

あなたの記事は一般に公開されており、

友達でなくても見ることができます。 

 　私個人はほとんどの記事を「一般

公開」として書いており、誰でも見

られる設定にしていますが、内輪話

や愚痴などを書く場合は制限をかけ

たりもします。人によっては全ての

記事について「友達のみ」などの制

限をかけている人もいらっしゃいます。 

　何の気なしに載せた内容が思わぬ

人の目に触れることでトラブルを起

こさないように気をつけたいものです。 

 

松尾　隆志（松尾写真館・黒木町） 

平成24年度JA夏休み図画コンクール 
　　　　　　　　　　福岡県知事賞 

　　　　　　　　　　黒木小一年 

　　　　　　　　　　宮川　遥菜 さん 

 

　　　　　　　　　　大きな口を開けて、お

　　　　　　　　　にぎりをほおばる様子が

　　　　　　　　　ダイナミックに描かれて

いて見る人をひきつけます。パスと水彩絵の

具のよさを生かしながら、中心人物が浮き立

つように色彩も工夫されていて、作品の大き

な魅力のひとつになっています。（選者批評） 

　　　杉山絵の教室　杉山亞土　指導 

JAふくおか八女 
農産物直売所 

「よらん野」 

キウイ あまおう みかん まるっちゃムース 

今月の田中店長 
おすすめコーナー 

筑後市前津503-1 
10942-54-7755 
営業時間 
9：00～18：00

JAふくおか八女の新鮮食材を品揃えし、生産者と共に 
スタッフ一同心より感謝を込め、 

皆様のご来店をお待ち申し上げます。 

筑後市 

江　　フミ子 

gallery街かど 
  

　
何
か
運
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
病
院
で
何
回
か

医
師
か
ら
云
わ
れ
た
事
が
あ
る
。
長
期
間
継
続
し
て
走

っ
て
い
る
と
自
然
と
体
型
が
変
身
す
る
。
肥
満
体
で
は

長
距
離
の
走
行
は
無
理
だ
ろ
う
。
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
て

十
数
年
、
徐
脈（
心
拍
数
が
一
分
間
50
回
以
下
）の
診
断
。

何
時
の
間
に
か
心
臓
の
動
き
が
20
回
程
度
少
な
く
て
も

機
能
す
る
体
力
に
変
わ
っ
た
。 

　
即
：
体
力
測
定
を
受
け
た
結
果
、
例
え
ば
、
柔
軟
性
・

筋
持
久
力
（
座
位
体
前
屈
・
上
体
お
こ
し
）
は
優
れ
て

い
る
。
敏
捷
性
・
平
衡
性
（
全
身
反
応
時
間
・
閉
眼
片

足
立
ち
）
は
平
均
レ
ベ
ル
か
や
や
劣
る
。 

（
コ
メ
ン
ト
）
全
身
持
久
力
は
年
代
の
平
均
的
水
準
よ

り
優
れ
て
い
る
。
健
康
づ
く
り
に
必
要
な
運
動
能
力
が

確
保
さ
れ
て
い
る
体
力
水
準
。
適
し
た
運
動
強
度
は
最

大
酸
素
接
取
量
の
50
％
で
心
拍
数
９
９
〜
１
０
９
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
で
は
時
速
６
㎞
。
必
要
な
運
動
時
間
は
週
３

回
以
上
で
２
０
３
分
で
す
。 

　
健
康
増
進
、
加
齢
に
よ
る
筋
力
の
低
下
を
防
ぐ
方
法

は
他
に
も
数
多
く
あ
る
が
、
心
地
よ
い
疲
労
感
と
達
成
感
。

マ
ラ
ソ
ン
は
、
ご
ま
か
し
の
効
か
な
い
体
力
測
定
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
。 八

女
走
ろ
う
会
　
徳
永
　
意
信 

今
月
の
川
柳 

                

　
あ
の
梅
の
甘
い
香
り
が
す
る
と

「
あ
あ
、
も
う
春
だ
な
」
と
思
う
。 

　
そ
の
芳
し
い
香
り
と
純
白
の
花

は
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
、
心
を
温

か
く
、
穏
か
に
し
て
く
れ
る
。 

 

　
花
鋏
近
づ
く
春
の
音
を
切
る 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

　
人
生
・
健
康
が
一
番
　
③ 

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
図
工
が
好
き
で
、
よ
く
ス
ケ

ッ
チ
会
や
ポ
ス
タ
ー
募
集
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
講
堂
に
は
、
画
家
の
下
川
都
一
郎
氏
の
絵

が
飾
っ
て
あ
り
、
家
も
近
く
で
側
を
通
る
時
は
、

今
ど
ん
な
絵
を
描
い
て
あ
る
か
気
に
な
る
位
、
絵

に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
高
校
の
入
試
受
験
科
目
に
「
美
術
」
も
入
っ
て

い
た
頃
で
、
教
科
書
を
通
し
て
日
本
や
西
洋
の
美

術
史
を
習
い
、
モ
ネ
の
水
蓮
や
ミ
レ
ー
の
落
穂
拾
い
な
ど
、
本
物
を
見
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
機
会
を
捉
え
て
は
美
術
館
な
ど
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。
偶
然
に
も
中
学
時

代
の
美
術
の
先
生
の
個
展
に
出
会
い
ま
し
た
。
卆
業
以
来
数
十
年
ぶ
り
の
先
生
の
絵
は
、

子
ど
も
の
頃
の
印
象
よ
り
さ
ら
に
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
私
も
先
輩
に
交
っ
て
油
絵

を
始
め
て
い
た
の
で
懐
か
し
く
、
久
し
ぶ
り
に
描
い
て
み
た
く
な
り
、
自
己
研
修
と

お
も
い
少
し
ず
つ
始
め
ま
し
た
。
創
元
会
西
日
本
公
募
展
を
経
て
、
東
京
本
展
に
出

品
す
る
様
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
創
元
会
の
先
生
方
、
絵
の
仲

間
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
楽
し
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
と
に
田
代
喜
玖
生
先

生
に
は
創
元
会
は
勿
論
の
こ
と
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

山
登
り
や
旅
行
先
で
の
ス
ケ
ッ
チ
が
主
で
す
。
こ
の
絵
は
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
咲

く
頃
の
平
治
岳
頂
上
か
ら
の
三
俣
山
で
す
。
花
の
中
で
の
ス
ケ
ッ
チ
は
疲
れ
も
ふ
っ

飛
び
ま
す
。
今
年
は
、
孫
達
の
成
長
を
追
い
な
が
ら
、
人
物
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

下草刈り 

　演習林体験実習　　　　　　　　八女農業高等学校 
　昨年11月黒木町串毛にある本校演習林で、１年生全員が間伐・

枝打ち・草刈りを行いました。森林には環境保全・土壌保全・水質

浄化などの大切な役割があり、定期的な手入れはスギやヒノキの成

長に欠かせません。７月の九州北部豪雨の河川氾濫により、演習林

へ続く道路の一部が陥落してマイクロバスでの通行が難しく、途中

から約１時間程、徒歩で移動しました。 

　生徒たちは、初めて持つ長鎌を使ってシダやいばら等の下草を刈

ったり、八女森林組合職員の指導のもと、チェーンソーや鋸を使っ

て間伐を体験しました。当日は同窓会やＰＴＡの方々も参加されて

一緒に山の手入れをしました。 

2月の校内販売所（八女農みらい館）の開館日 

1日（金）、5日（火）、8日（金）、15日（金）、 

19日（火）、22日（金）、26日（火） 

販売時間は、10時30分～12時30分です。 

多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。 

Facebookでコミュニティを楽しもう（４） 

昨年のもちつき風景 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2013年2月1日 

　まるしんのてぬきうどん 
うどん又は、ベトナムやタイの屋

台でおなじみのPho（フォー：米

粉麺）を和風の出汁と一緒に食べ

る新感覚のうどん屋さんです。ワ

ンコイン(500円)のてぬきランチセ

ットは、麺増量可＆ご飯のおかわ

り自由と太っ腹。場所が(入口も)

非常にわかりにくいのですが、

なにが「手抜き」か一度足を運

んでみる価値はあります。味は間違いありませんからご心配なく(笑)。お

食事をご注文の際、「クラッシーを見て来ました」と言っていただければ、

お一人様に１杯、コーラをサービスします。（有効期限：平成25年2月末まで） 

 

住　所  筑後市山の井232-2 

　　　（442号線沿い、山ノ井信号から西へ400mの右側） 

ＴＥＬ  0942-52-2727 

営業時間  11：00～14：00  17：00～20：00（ＯＳ19：30） 

  

　
立
花
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
か
が
や
き
」
に
遊

び
に
来
る
、
人
気
者
ウ
メ
ち

ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
か
が

や
き
は
、
殆
ど
が
70
才
以
上

の
高
齢
者
が
利
用
す
る
施
設

で
す
。
大
正
生
ま
れ
の
元
気

な
お
婆
ち
ゃ
ん
、
お
爺
ち
ゃ

ん
も
集
ま
っ
て
火
・
木
・
土

曜
日
に
行
わ
れ
る
、
カ
ラ
オ

ケ
会
で
、
元
気
に
唄
っ
て
い

ま
す
。
ウ
メ
ち
ゃ

ん
は
手
先
が
器
用

で
、
毛
糸
（
ア
ク

リ
ル
系
）
で
編
む

タ
ワ
シ
作
り
が
得

意
で
す
。
出
来
上

が
っ
た
タ
ワ
シ

は
、
道
の
駅
に
展

示
し
、
時
に
は
カ

ラ
オ
ケ
仲
間
に
も

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
料
理
も
上
手
で
、
特
に

漬
物
類
は
沢
山
作
っ
て
み
ん

な
に
振
舞
い
ま
す
。
78
才
に

な
り
ま
す
が
、
新
曲
を
次
々

に
披
露
し
ま
す
。
大
広
間
の

皆
さ
ん
の
大
拍
手
を
も
ら
い
、

に
こ
に
こ
笑
顔
で
ス
テ
ー
ジ

を
下
り
て
き
て
又
、
編
み
物

を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
足
、

腰
が
痛
い
と
言
い
な
が
ら
元

気
な
ウ
メ
ち
ゃ
ん
で
す
。 

「
か
が
や
き
」
カ
ラ
オ
ケ
世

話
係
　
浜
砂
國
男 

■
お
知
ら
せ 

A

川
�
病
院
ミ
ニ
健
康
教
室 

in
慶
仁
会
研
究
発
表
会 

日
時
／
２
月
16
日
（
土
） 

13
時
40
分
〜
14
時
25
分 

会
場
／
お
り
な
す
八
女
交
流

棟
　
１
Ｆ
　
小
ホ
ー
ル 

演
題
／
み
ん
な
で
知
ろ
う
ロ

コ
モ
〜
運
動
器
が
あ
ぶ
な
い 

講
師
／
松
山
直
矢
（
整
形
外

科
専
門
医
） 

参
加
費
無
料
　
定
員
40
名 

〈
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
〉
川
h
病
院 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
３

０
０
５ 

担
当
／
樋
口
・
小
塩 

　里沙の店＆cafeDecor 
　筑後市南部にある広大な県南

広域公園は筑後市民はもちろん

みやま市民の憩いの場として親

しまれています。その近くにあ

る、美味しい洋食、おし

ゃれな婦人服、小物類、

化粧品などを一度に楽し

めるちょっとぜいたくなお店です。公園に沿って流れる矢部川をみ

やま市側に渡ると道沿いに見えてきます。店内は明るく、子供から

大人まで楽しめる洋食メニューが揃い、味も抜群！気軽に立ち寄れ

る雰囲気が最高！女性には、併設の婦人服コーナーを眺めるのも楽

しそう。店長おすすめの「キッシュ」は道の駅みやまで「みやまキ

ッシュ」として販売されています。女子会や家族連れで、散歩がて

らぶらりと立ち寄れる、すてきなお店です。添付のクーポンを持参

された方には、手作りデザートをプレゼント！ 
 
営業時間　10：00～19：00 
（オーダーストップ18：30 
＊予約食事は別） 
定休日　日曜日 
住　所　みやま市 
　　　　瀬高町本郷1348-1 
ＴＥＬ　0944-63-7277

ベターホームの楽しいcooking
みそ焼きれんこん 

① れんこんは皮をむき、5mm厚さの輪切りに

　 する。水にさっとさらす。Ａは合わせる。 

② アルミホイルにれんこんを並べ、Ａを薄く

　 ぬる。オーブントースターで３～４分、焼

　 き色がつくまで焼く。 

材　　料（作りやすい分量） 作　り　方 

れんこん…………………………50g 

　　みそ…………………小さじ1/2 

　　みりん………………小さじ1/2

【料理本】 

お弁当がすぐできる 

便利なおかずより 

￥１２６０（税込） 

本は２冊以上ご注文頂きますと、送料無料でお届けいたします。 
〒810-0001中央区天神2－13－17　ベターホーム宛 

● ベターホームの本のお申込みは、電話、ＦＡＸ、インターネットで受付中。 
　1092-714-2411　FAX092-711-7830　　ＵＲＬ  http://www.betterhome.jp　 
 

ベターホームの 
お料理一年生 
￥1,470（税込） 

こちらも 
好評 
発売中 

和傘天日干し フォトエッセイ フォトエッセイ 

　久留米市城島町で400年続く「城島和傘」の天日干しが行われた。

城島和傘は、竹で作った骨に八女和紙を手作業で貼り付けた伝統工

芸である。戦後10年位、筑後市でも数多く生産されていた。天日干

しは傘が雨を弾くように和紙の表面に塗られた油が乾く作業である。

晩秋の青空の下、ぷ～んと堪らなく良い油の匂いがする。昔和傘が

干された周りで良く遊んだものだ。今は城島和傘保存会の皆さんが

製作されている。　　　　　　　　筑後ホットクラブ　北島東司郎 

輝く 

立花町下辺春国道3号線沿 
TEL 0943-37-1711

　　　『時を刻んで』甦るの巻出版 
　　　　後日譚②真鍋義利先生の著書 
　　　『ビルマの花吹雪』から 
　先日、境原老人クラブでは恒例の“かがやき”行きが
あった。日頃の疲れを癒し、入浴や会食等で時を過ごす
楽しい一日である。この日、Ｔさんと話す機会があった。 
　「あんたの本に出てくる真鍋義利先生は八女農で習っ
た恩師ばい」「先生の戦争体験は知っていたが、著書が
あることは知らなかった」そうだ。八女市図書館立花分
館で借りて先生を懐しく思い出しながら読むといっていた。
後日、読後感を聞いた。「戦争はひどかのう、涙がでるようだった」。佐賀
県鹿島市出身立川武久砲兵大隊長の最後のくだりは胸をうつものがある。部
下の命を預る人間愛と軍律の厳しさの間で、指揮官自らが捨て石になるほか
はなかった…。「このくだりは涙なしには読めなかった」と何回も話していた。 
　郷土の先輩の得がたい戦争体験記である。戦争の記憶が風化し、薄れてい
く中で今一度立ち止まり、戦争の酷さと命の尊さを考えさせる好著である。 
　私の著書の中でこの本を紹介できたことを誇りに思った。 
　　立花町谷川286　電話0943-37-0209　頒価1,5000円（Ａ5判・318頁） 

サービスクーポン 

里沙の店＆cafeDecor2月末日迄有効 

この券を持参の方に 
手作りデザートを 
プレゼントします。 

穴のあいたれんこんは、お弁当に入れるとかわいいですよ！ 

平島　格 

A


